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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モリブデン化合物をモリブデン濃度として0.1～20ｍM含有する溶液又は懸濁液を葉面に
散布することを特徴とする、アントシアニン系色素を含有する植物に青色の花を咲かせる
方法。
【請求項２】
　モリブデン化合物をモリブデン濃度として0.1～20ｍM含有する溶液又は懸濁液を葉面に
散布することを特徴とする、アントシアニン系色素を含有する植物の花をより青色に変え
る方法。
【請求項３】
　アントシアニン系色素を含有する植物が、トルコキキョウ、チューリップ、キク、アス
ター、ユリ、アルストロメリア、グラジオラス、スイトピー、カーネーション、アネモネ
、ストック、キンギョソウ、ラナンキュラス、カラー、フリージア、ハボタン、ラン、ニ
チニチソウ、ナデシコ又はリコリスから選ばれる請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　モリブデン化合物がモリブデン酸アンモニウム、モリブデン酸ナトリウム、モリブデン
酸カリウム、又はモリブデン酸リチウムから選ばれる請求項１～３いずれか１項記載の方
法。
【請求項５】
　モリブデン化合物を３日ごとに１ないし１０回散布する請求項１～４いずれか１項記載
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の方法。
【請求項６】
　モリブデン濃度として0.1～20ｍMのモリブデン化合物を含有することを特徴とする、ア
ントシアニン系色素を含有する花を青色に変色させる葉面散布用花卉変色剤。
【請求項７】
　更に、展着剤を含有する請求項６記載の葉面散布用花卉変色剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、既存の花色と異なる色の花を咲かせる植物の製造方法に関する。詳しくは、
本発明は、アントシアニン系色素を含有する植物であって、通常は、橙色、ピンク色、赤
色、赤紫色等の花を咲かせる植物に、青色の花を咲かせるための栽培方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　植物の自然な発色については天然植物色素が貢献しているが、その主な物質としてクロ
ロフィル類、カロチノイド系色素、アントシアニン系色素が挙げられる。クロロフィルは
緑色の色素で主に葉や茎の発色に寄与している。力ロチノイドは黄色から橙、赤の色をカ
バーしている。アントシアニン色素の発色は橙色からピンク、赤色、赤紫色が多い。青色
の発色もアントシアニン系色素によるものであるが、その発色機構は複雑であり現在も研
究が進められている。また、生花店で販売されている主な花卉類において空色に近い青色
の花の品種は意外に少ない。バラでは古来より青いバラの作製が育種家の夢であるが、従
来の育種技術では困難と言われており、近年、遺伝子工学を利用して青バラの作製が研究
されている。多くの青い色の花は、デルフィニジンを含有しているが、バラなどの青い花
が知られていない植物はデルフィニジンを含まない。そこで、例えば、特許文献１では、
３′,５′－ヒドロキシラーゼのごときDHKヒドロキシル化酵素をコードする核酸配列をト
ランスジェニック植物に導入し発現させ、それにより、DHK（ジヒドロカンフェロール）
及び/又は他の適当な基質を、最終的に、アントシアニジンのアントシアニン誘導体、例
えばデルフィニジン、ペチュニジン又はマルビジン（malvidin）に転換することにより、
青色及び青様色の種々の色相の植物生産を試みている。また、特許文献２には、芳香族ア
シル基の転移により、アントシアンの吸収極大が長波長側に移動することから、既存の花
色に青味を持たす場合に有効であると考えられるので、植物において、アントシアンへの
アシル基転移反応を制御する方法が示されている。
【０００３】
　また、花色に関して新色を得る方法としては、最も手軽な方法としては、白色の花弁を
もつ花の茎からに青や緑などの人工的な色素液を吸収させ、好みの色に着色する方法があ
り、現在、種々の色素液が販売されている。しかしながら、この方法では切り花全体が一
様に着色され、人工的な印象を受けるため人気がなく、あまり活用されていない。
【０００４】
　モリブデンイオンとＢ環に水酸基をもつアントシアニン色素が結合して強酸性条件下で
青色になる反応は溶媒で抽出したアントシアニン色素の分析方法の一つとして、古くから
知られている。非特許文献１は、モリブデン酸ナトリウム溶液を切り花の茎から吸収させ
る、あるいは花に直接散布処理を行い花色を青色化させる効果について調査しており、５
ｍＭのモリブデンイオン溶液を切り花の切り口から吸収させたところキキョウの花におい
て青色化が見られたが、キキョウ以外の花では、青色化が起こり且つ薬害が少なく鑑賞期
間が短くならない等の条件を備えたものは極めて少なかったことから、切り花にモリブデ
ン化合物の溶液を吸収させる方法は利用できない場合が多い、と結論づけている。実際に
、この現象が論文で発表されてから２０年近く経過しているが、一般的な技術としては全
く利用されていない。
【０００５】
　また、本願発明者等は、すでに、モリブデン化合物を使用して栽培することにより、青
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色の花を咲かせる、アントシアニン系色素を含有する植物の栽培方法を開発している（特
許文献３）。
【０００６】
　特許文献２には、開花の２週間～１週間ほど前から開花までに０．１ｍＭ以上の水溶性
モリブデン酸塩類水溶液を数回施肥することにより、根からモリブデンイオンが吸収され
、花弁に移行し、花弁中のアントシアニン色素と結合して青く発色させる方法が記載され
ている。この方法は、花の収穫前に花弁の青色化が終了するので、生花店において入荷後
すぐに販売することができ、また、通常の切り花に比べて棚持ちの程度も遜色がないもの
であった。
【特許文献１】特許第３０８７２４６号
【特許文献２】特開平9－７０２９０号
【特許文献３】特開２００４－１９４５２３号
【非特許文献１】園芸学会雑誌,52巻,174-179,1983年
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　モリブデン化合物を用いる栽培方法は、十分な青発色のためには、モリブデンを１mＭ
以上の高濃度で投与する必要があるために、根に生育障害が生じる場合があった。また、
前記モリブデン化合物を用いる栽培方法は、主として水耕栽培に用いる方法であるため、
水耕栽培装置などの設備投資が必要であった。そこで、本願発明は、水耕栽培装置などを
必要としない、健全な植物に青色の花を付けさせる方法を提供することを課題とする。更
に本願発明は、根への負担を少なくし、健全な植物に青色の花を付けさせる方法を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願発明者等は、根に代わり、葉面にモリブデン化合物含有剤などの重金属含有化合物
を散布することにより、水耕栽培装置などの設備を必要とせずに、根をいためることなく
、健全な植物に青い花を咲かせることができることを見出した。
【発明の効果】
【０００９】
　根をいためることがなく、健全な植物であって、色だけが青色に変色したものを提供で
き、これにより観賞植物の価値をいっそう向上できるという優れた効果を奏するものであ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
１．[アントシアニン系色素を含有する植物の花を青色に変える方法]
　本願発明は、アントシアニン色素を含む植物に対し、モリブデンイオンなど金属イオン
を表面に散布させることにより、モリブデンイオンを植物体内に有効に吸収させ、花の色
をより青色にする方法を包含している。
【００１１】
２．[使用する金属化合物]
　本発明の製造法において用いられる金属としては、タングステン化合物、コバルト化合
物、マンガン化合物、及びモリブデン化合物などの金属化合物が上げられ、好適には、タ
ングステン化合物又はモリブデン化合物を用いることができる。金属化合物は、金属化合
物単独で使用することもできるが、金属化合物及び葉面処理剤として通常使用される助剤
もしくは添加剤、例えば、農薬散布時に通常使用される展着剤からなる金属化合物含有葉
面処理剤と組み合わせて使用しても良い。
【００１２】
　また、これら金属化合物は、適宜の溶媒、例えば、水又は有機溶媒に、溶解又は懸濁し
て、溶液又は懸濁液として使用される。
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【００１３】
　前記タングステン化合物としては、好適には、６価のタングステン、タングステン酸の
塩、タングステン酸カリウム、タングステン酸ナトリウム、タングステン酸マグネシウム
などが挙げられる。
【００１４】
　前記モリブデン化合物としては、例えば、モリブデン酸の塩類等が挙げられる。モリブ
デン酸の塩類の好ましい例としては、例えば、モリブデン酸アンモニウム、例えばモリブ
デン酸ナトリウム、モリブデン酸カリウム、モリブデン酸リチウム等のモリブデン酸のア
ルカリ金属塩類等、水溶性のモリブデン酸塩類が挙げられる。
【００１５】
３．[本発明方法の処理対象となる植物]
　本発明の方法により、花をより青くする又は青い花を咲かせる対象となるアントシアニ
ン系色素を含有する植物としては、例えば、トルコキキョウ（ユーストマ）、チューリッ
プ、キク、アスター、ユリ、アルストロメリア、グラジオラス、スイトピー、カーネーシ
ョン、アネモネ、ストック、キンギョソウ、ラナンキュラス、カラー、フリージア、ハボ
タン、ラン、ナデシコ、リコリス、ニチニチソウ等の観賞用花卉類が挙げられるが、これ
らに限定されるものではなく、上記の植物以外でもアントシアニン系色素、例えば、デル
フィニジン(Delphinidin)の配糖体、具体的には、delphinidin 3-rutinoside(delphinidi
n 3-O-(6-(α-rhamnopyranosyl)-6-D-glucopyranoside)、シアニジン(Cyanidin)の配糖体
、具体的には、以下の式(1)で表されるシアニジンの配糖体
【００１６】

【化１】

【００１７】
　 3-O-(2-O-sinapyl-β-D-glucopyranosyl)-β-D-glucopyranosyl)-5-O-(β-D-glucopyr
anosyl)cyanidin、 
　3-O-(6-O-p-coumaryl-2-O-(2-O-synapyl-β-D-glucopyranosyl)-β-D-glucopyranosyl)
-5-O-(β-D-glucopyranosyl)cyanidin、
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　3-O-(6-O-ferulyl-2-O-(2-O-synapyl-β-D-glucopyranosyl)-β-D-glucopyranosyl)-5-
O-(β-D-glucopyranosyl)cyanidin、
　3-O-(6-O-sinapyl-2-O-(2-O-synapyl-β-D-glucopyranosyl)-β-D-glucopyranosyl)-5-
O-(β-D-glucopyranosyl)cyanidin
　、ペチュニジン(Petunidin)の配糖体、６－ヒドロキシーシアニジン(6-Hydroxy-Cyanid
in)の配糖体、６－ヒドロキシーデルフィニジン(6-Hydroxy-Delphinidin)の配糖体、プチ
ェリジン(Puchellidin)の配糖体などを含む植物が上げられる。前記アントシアニン系色
素としては好適には、3位に結合している糖が一つだけのアントシアニン(シアニジンモノ
グリコシド等)を除く、アントシアニングリコシドあるいはアントシアニンアシルグリコ
シドを挙げることができる。また、アントシアニジンＡ環の3位の位置に糖または有機酸
が2個以上結合したアントシアニン(なお、5位の位置も糖が結合していても良い)系色素を
含む植物も本発明の対象として好適である。
【００１８】
　なお、本願発明により、花の色をより青みをますことができるか否かは、後述する、花
の色を青色化出来る植物のスクリーニング方法によりテストを行って、青色化する品種で
あれば、本発明の方法により青色化可能である。更に、本発明のスクリーニング方法及び
製造法は、上記花卉類ばかりでなく、アントシアニン系色素を含む観賞用の葉物類にも適
用可能である。
【００１９】
４．[対象植物：アントシアニン系色素を含有するか否かのスクリーニング方法]
　本発明の対象となるアントシアニン系色素を含有する植物か否かのスクリーニング方法
は、通常、以下のようにして行われる。
【００２０】
　対象とする植物の花弁切片を０．１ｍＭ以上、好ましくは０．５～１０ｍＭ程度の水溶
性モリブデン酸塩類水溶液、好ましくはモリブデン酸アンモニウム水溶液に接触させ、一
定時間放置後、花弁切片が青色化するか否かを目視により観察する。青色化すれば、その
品種は本発明の製造法が適用可能であると言うことができる。
【００２１】
　花弁切片を水溶性モリブデン酸塩類水溶液と接触させる方法としては、通常、水溶性モ
リブデン酸塩類水溶液を例えばシャーレ等の平たく口の広い容器に入れ、これに花弁切片
を浮かべるか或いは浸すことにより行われる。
【００２２】
　放置時間は、花弁の厚さや硬さ等により水溶性モリブデン酸塩類水溶液が花弁に充分浸
透するまでに要する時間が異なるので、通常１日以上、好ましくは１～３日間位放置する
。
【００２３】
　この方法により、これまでトルコキキョウ（ユーストマ）、チューリップ（品種：パー
プルフラッグ）、ユリ、アスター、キク、アルストロメリア、フリージア、ハボタン、ラ
ン、ナデシコ、リコリス、及びニチニチソウに関し青色化が可能なことを確認済みである
。
【００２４】
５．[モリブデン化合物などの金属化合物の使用方法]
　以下、モリブデン化合物について詳述するが、他の上記金属化合物も同様にして使用す
ることができる。本発明は植物に含まれる赤紫系の色素、アントシアニンと結合して青色
を発色する金属イオン、好適にはモリブデンイオンに注目し、花卉類の収穫前にモリブデ
ン含有化合物を含有する溶液を葉面に散布または塗布など適宜の手段で与えることにより
、植物の根をいためることなくアントシアニン色素を含む花卉類の青色化を行い、新しい
花色を作り出すことにより園芸産業分野に貢献するものである。
【００２５】
　モリブデンイオンは、一定濃度以上で効果がある。薬害が起こらなければ、与えすぎの
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問題はそれほどないが、あまり多すぎると植物の組織が破壊されるので好ましくない。ま
た、５ｍＭと１０ｍＭのモリブデンイオンを花弁に吸収させた場合、両処理区で色相角度
の差が少なく、１０ｍＭ以上では青色化効果はほぼ頭打ちになると思われる。そこで、本
発明で用いられるモリブデン化合物の使用量は、モリブデン濃度として、通常０．１～２
０ｍＭ、好ましくは０．５～５ｍＭの範囲とすることができる。モリブデン化合物は比較
的安価であり、施用方法も、例えば、これを上記の規定の水溶液にして散布するだけです
むため簡便に作製、利用できる。
【００２６】
　モリブデン化合物の施用（散布）時期は、予想開花前２週間以内であることが望ましく
、予想開花前２週間～１週間の間に散布するのがより好ましい。
【００２７】
　更に本発明はモリブデン化合物に加えて農薬散布に通常使用される展着剤をあわせて使
用することもできる。展着剤としては、葉がぬれにくい花卉類への散布に用いられている
ものであればいずれも使用可能である。
【００２８】
　具体的には、花卉栽培において、開花前２週間から１週間にモリブデン酸アンモニウム
等のモリブデン化合物をモリブデン濃度として上記した如き濃度、例えば５ｍＭ程度の濃
度になるように水に加えて調製した溶液を対象植物に、好適には葉面に散布する。散布回
数としては、１～１０回散布することができる。散布頻度は、適宜の日数間隔例えば１か
ら７日に１度の頻度、好適には３日に１度の頻度で散布できる。散布は、対象植物全体に
散布してもよいが、葉面を中心に散布することがこのましい。
【００２９】
　栽培期間後期に青色化に必要な最少期間のみモリブデンイオンを吸収させることにより
薬害を出さずに、花弁にモリブデンを蓄積させることができる。添加時期は上記した如く
開花前２週間から１週間ほどである。この間に葉からモリブデンイオンが吸収され、花弁
に移行し、花弁中のアントシアニン色素と結合して青く発色する。花の収穫前に花弁の青
色化が終了するので、生花店において入荷後すでに販売することができ、また、通常の切
り花に比べて棚持ちの程度も遜色がない。
【００３０】
　本発明のモリブデン処理方法は、開花直前まで健全な発育をした園芸作物の葉に行うも
のであって、植物の生育に害を与えることが少ない。
【００３１】
　本発明で使用するモリブデン化合物を溶解した液は無色であり、植物に吸収させた場合
、アントシアニン色素のない部位は着色しない。アントシアニン色素の存在する部分にの
みモリブデンが反応するため、花弁等のアントシアニン色素が存在する部分のみが青く変
化することになる。さらに、青色化はアントシアニン色素の濃淡に依存するため、アント
シアニン色素の濃い部分は濃く、薄い部分は薄く青色化し、自然に近い感覚の発色が得ら
れる。これは人工的に色素液で着色される花に比べ、鑑賞的な品質において大きく優れて
いる。
【００３２】
　なお、モリブデン化合物又はタングステン化合物などの金属化合物の水溶液が葉面塗布
後地面に落ちないように、水不透性シートで地面をカバーするなど、金属化合物水溶液が
地面に吸収されないようにすることができる。
【００３３】
６．[青色化の確認]
　本発明の方法又は上記アントシアニン系色素を含有するか否かのスクリーニング方法に
おいて、花が青色か、又はより青くなったか否かは、目視でも確認できるが、通常用いら
れる色彩系を用いて、色相、明度、彩度を測定することによることもできる。
【実施例】
【００３４】
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　開花15日前のアネモネ（品種：ポルトブルー）１株あたり、噴霧器を用いてモリブデン
酸アンモニウム10mMを1mL散布し、その後3日ごとに1mLを5回散布した(以下Mo処理という)
。開花後、花弁を採取し、花弁中央部を分光測色計（MINOLTA CM-2000）により明度、彩
度、色相角度を測定し、無処理のものと比較した。
【００３５】
　結果は以下の表１の通りである。明度は花の明るさを示し、Mo処理をすることによりご
くわずかであるが、明るい色となった。彩度は色の鮮やかさを示すが、無処理とMo処理で
ほとんど変化がなかった。これは、Mo処理により、鮮やかさが低下せず、障害等が出なか
ったことを示す。色相角度は0度が赤、-90度が青を表し、色相角度がマイナス方向ヘシフ
トすることにより、赤から、紫、青方向へ色が変化する。色相角度は5回のMo処理で6度程
度青色方向にシフトし、Mo処理により花弁の青みが増す結果となった。
【００３６】
【表１】

【００３７】
　また、モリブデン酸アンモニウム溶液散布による組織別のMo量を表２に示す。Mo量の測
定については、乾燥させた植物組織を湿式灰化させ、ICP発光分析装置で測定した。葉面
散布によりモリブデンが葉から吸収され、花弁に移行していることが分かった。
【００３８】

【表２】

【産業上の利用可能性】
【００３９】
　本願発明は、花卉栽培の分野で利用することができる。また、本願発明により、簡便に
モリブデン化合物処理をすることができるようになるので、花卉青色化が容易となり、よ
り広範な場面で、モリブンデン化合物処理により花卉類青色化ができるようになる。
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